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岐阜県南部の美濃加茂市から関市へかけて北西西方向へ伸びる低地帯に分布する更新世
後期の地層のうち、加茂野層は御岳火山に由来するＰｍ-Ⅲ軽石を含むことにより、木曾川上

流部の木曽谷層や下流部の各務原層・熱田層などに対比される（関・木村１９６９）と同時に、
木曾川が美濃加茂付近から関方面へ向けて一時的に派出した分流の堆積物であることを示
している（鹿野１９９０）゛１≒また、その上位に重なる関・田原碑層や富加・黒屋粘土層は、
この木曾川の河道が放棄された後に、かっての河床域に生じた浅い水域の堆積物である

（鹿野１９９０）※２）。木曾川河谷は、少なくとも美濃加茂地域においては、加茂野層の堆積
期には埋積過程にあったが、関・田原碑層などの堆積期には下刻過程に入ったものと考え
られる。加茂野層と同時期の地層（いずれもＰｍ-Ⅲをその上部に挟む）がその上流域にも下流

域にも分布することからみれば、木曾川河谷の埋積過程から下刻過程への転化は、その本
流のほぼ全域を通じて、同時的に生じた可能性がっよい。ここでは、こめ転化の直後の時
期の年代゛３を示すものとして、黒屋粘土層に含まれる樹幹化石の１４Ｃ年代測定の結果を

報告した。
年代測定の試料とした樹幹化石は、関市街地北方の黒屋付近の低地で水田下に広く分布

する黒屋粘土層の４地点から採取した１０試料である（第１・２図）。いずれも瓦粘土採掘用の浅
いピットから得られた。なお、黒屋粘土層は、関礦層・田原碑層および富加粘土層と同時

異相の関係にある。
測定結果は第１表および第３図に示した。ここに示したように、きわめて若い年代を示し、

何らかの原因による汚染が考えられる１試料（ＳＫＩ-１）を除いて、年代値は約４．７５万年前と

約５．５万年前に集中している。このことは、黒屋粘土層ほかを堆積させた水域が、少なく
とも約５．５万年前から約４．７５万年前にかけて存続していたこと、ひいては木曾川の北西西
への分流が放棄されたのが、少なくとも５．５万年前より以前であったことを示す。一方、Ｐ

ｍ-Ⅲの噴出年代に関しては竹本ほか（１９８７）によって６．６万ないし６．８万年前と推定されてお
り、熱田層・木曽谷層の離水については約６万年前（竹本ほか１９８７）あるいは約６．５万年前

（竹本１９９１）と推定されている。両者を併せ考えると、木曾川河谷が埋積過程から下刻過
程へ転化したのは、６．６万～６．８万年前から約５．５万年前までの間、６万年前を中心とした前

後約１．１万～１．３万年の間と限定されることになる。

この報告の詳細な内容については、下記の論文を参照されたい。

中村俊夫・鹿野勘次・坂本亨０９９４）岐阜県美濃加茂一関付近における木曾川の流路変遷

-２３-



の時期に関連した加速器１４Ｃ年代．地球科学，ｖ．４８，１）ｐぺ９７-５０２．

※Ｉ）濃尾平野の北縁に位置する各務原台地では、その構成層である各務原層ズバＰｍ-Ｉ～Ｐｍ-

Ⅲの軽石群を連続的に挟んでおり（高木１９７６）、当時の木曾川の永続的な河道が、現

在と同様に、美濃加茂から日本ラインの峡谷部を抜けて濃尾平野に至るコースであっ
たことを示す。

”）放棄河道に浅い水域が形成された点については、この低地の南縁を北西西一南東東

方向に走る根尾谷系の断層の活動との関連が予想される。
※３）今までは、木曾川の河道が最終的に現在のコースに固定された年代の上限を示すも

のとしては、木曾川泥流堆積物の約５万年前という年代が報告されていた（中村ほか

１９９２）。
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第 Ｈ

第２図１４Ｃ年代測定試料採取地点の地質柱状図
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第１表岐阜県関市の黒屋粘土層中から採取された樹木片の１４Ｃ年代値

番 号 試 料 名 材 料 １ ４ Ｃ 濃 度 参 １ ４ Ｃ 年 代 値 い 測 定 コ ー ド 番 号
（Ｒ。。，ｌ。／ＲＡ。１９５，）（ｙ．Ｂ．Ｐ．）（ＮＵＴＡ - ）

几 Ｓ Ｋ １ - １ 樹 木 技 片 ０ ． ０ ６ ８ ５ 士 ０ ． ０ ０ １ ４ ２ １ ， ５ ５ ０ 士 □ ｏ - １ １ ０ ３
２ Ｓ Ｋ １ - ２ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ ２ ６ ９ 土 ０ ． ０ ０ ０ ２ ７ ４ ７ ， ５ ７ ０ 士 ８ ０ ０ - １ １ ０ ５

３ Ｓ Ｋ ２ - １ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ １ １ ７ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ９ ５ ４ ， ２ ８ ０ 士 １ ， ３ １ ０ - １ ５ ０ ８

４ Ｓ Ｋ ３ - １ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ ２ ７ ４ 士 ０ ． ０ ０ ０ ２ ８ ４ ７ ， ４ ０ ０ 士 ８ ３ ０ - １ ５ ０ ９

５ Ｓ Ｋ ４ - １ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ ０ ８ ０ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ４ ５ ７ ， ２ ９ ０ 士 １ ， ４ ３ ０ - １ ５ ３ ９
６ Ｓ Ｋ ４ - ２ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ １ １ ９ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ５ ５ ４ ， １ ４ ０ 士 Ｈ Ｏ - １ ４ ９ ４
７ Ｓ Ｋ ４ - ３ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ １ ０ ４ ± ０ ． ０ ０ ０ １ ７ ５ ５ ， ２ ０ ０ ± １ ， ３ ４ ０ - １ ５ １ １
８ Ｓ Ｋ ４ - ４ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ １ １ ２ 土 ０ ． ０ ０ ０ １ ９ ５ ４ ， ６ １ ０ 士 １ ， ３ ５ ０ - １ ５ １ ２
９ Ｓ Ｋ ４ - ５ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ １ ０ ２ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ９ ５ ５ ， ３ ４ ０ 土 １ ， ４ ８ ０ - １ ５ １ ４
１ ０ Ｓ Ｋ ４ - ６ 樹 木 片 ０ ． ０ ０ １ ０ ３ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ８ ５ ５ ， ２ ７ ０ 土 １ ， ４ １ ０ - １ ５ ４ ４

試 料 番 号 ５ ～ １ ０ の 平 均 値 ０ ． ０ ０ １ ０ ３ 土 ０ ． ０ ０ ０ ０ ７ ５ ５ ， ２ ５ ０ 土 ５ ４ ０

１ １ Ｄ Ｇ １ 石 墨 ０ ． ０ ０ ０ ２ ８ ± ０ ． ０ ０ ０ ０ ７ ６ ５ ， ７ ９ ０ ＋ ａ ） ／ - ２ ， ０ １ ０ - １ ４ Ｈ
１ ２ Ｄ Ｇ ２ 石 墨 ０ ． ０ ０ ０ ４ ３ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ５ ６ ２ ， ３ ４ ０ ＋ （ ｘ ） ／ - ２ ， ８ ５ ０ - １ ５ ０ ７

１ ３ Ｄ Ｇ ３ 石 墨 ０ ． ０ ０ ０ ４ ０ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ １ ６ ２ ， Ｈ Ｏ ＋ （ ｘ ） か ２ ， ２ ４ ０ - １ ５ １ ０
１ ４ Ｄ Ｇ ４ 石 墨 ０ ． ０ ０ ０ ３ ７ 士 ０ ． ０ ０ ０ １ ０ Ｈ ， ４ ８ ０ ＋ ａ ） ／ - ２ ， ２ ４ ０ - １ ５ １ ３

１ ５ Ｄ Ｇ ５ 石 墨 ０ ． ０ ０ ０ ２ ９ 土 ０ ． （ 〕 ０ ０ ０ ８ ６ ５ ， ５ ２ ０ ＋ （ ｘ ） ／ - ２ ， ３ ３ ０ - １ ５ ３ ８
１ ６ Ｄ Ｇ ６ 石 墨 Ｏ バ ） ０ ０ ３ ６ 土 ０ ． ０ ０ ０ １ ０ ６ ３ ， ８ ２ ０ ＋ Ｑ ） ／ - ２ ， ２ ４ ０ - １ ５ ４ ２

試 料 番 号 １ １ ～ １ ６ の 平 均 値 ０ ． ０ ０ ０ ３ ５ 士 ０ ． ０ ０ ０ ０ ４ ６ ３ ， ８ ７ ０ ＋ ・ ・ ／ - ９ ９ ０

幻 試 料 の １ ４ Ｃ 濃 度 は ， １ ４ Ｃ ／ １ ３ Ｃ 比 （ Ｒ 。 - 。 ｌ 。 ） を 用 い て ， 年 代 測 定 の 基 準 濃 度 の
１４Ｃ／１３Ｃ比（ＲＡ。１９５０）に対する比として示した。

ｏ）Ｌｉ
炭
石
と

ｂ ｂ ｙ の 半 減 期 ５ ５ ７ ０ 年 を 使 用 し た ． Ａ Ｄ １ ９ ５ ０ か ら 過 去 へ 遡 っ た 年 数 で 示 し た ．
素 同 位 体 分 別 の 補 正 は 行 っ て い な い ． 誤 差 は １ 標 準 偏 差 （ １ ｃ ７ ） を 示 し た ．
墨 の 真 の 年 代 値 は 統 計 誤 差 以 上 に 古 い も の で あ り ， 古 い 側 の 誤 差 は 「 ＋ ａ ・ 」
し て 示 し た ．

第３図黒屋粘土層から採取された樹木片の１４Ｃ年代値
（ＳＫト１の測定値を除く）
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